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１．はじめに 

 

社会資本の整備や管理に当たっては,公共事業の

費用対効果の検証や,説明責任の明確化,情報公開に

よる透明性の確保,少子高齢化の進展や,自然環境の

保全,生活様式の多様化などその環境が著しく変化

しており,最近では社会基盤整備を進めるにあたっ

て,市民参加によるワークショップ手法を取り入れ

た事業の執行を行おうとする試みが増えてきている. 

 岩手県では,宮守川の河川広場整備計画を策定す

るにあたり,地域住民の提案をできるだけ取り入れ

た視点での整備を実施するため,平成１２年度ワー

クショップを行って整備計画を取りまとめた. 

 本稿はその経過の概要について報告するものであ

る. 

 なお,ここで述べているワークショップは,「ある

ことについて,アイデアを出し合い,醸成しながら意

志決定をしていく集まり」というような意味合いと

して位置づけている. 

 

２．計画のあらまし 

 

 宮守川は,民話のふるさと遠野の西方にある宮守

村の田園地帯を流下する県管理の河川である. 

 平成２年度の集中豪雨によりその流域が甚大な被

害をうけたため,岩手県では約９kmにわたり河川改

修を行ってきた.（写真-1） 
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これまでに県と宮守村では,ワークショップや地

元の子供たちと協働する水辺環境調査や源流探訪会,

河川環境シンポジウム,フォーラムなど地域の視点

に立った川づくりを,地元の意見を積極的に取り入

れながら進めてきた.（写真-2） 

 また当協会は,宮守川の川づくりに,行政と住民と

の間のパートナーシップが反映されるよう,これら

ワークショップや催し事などの業務を支援してきた.

 平成１２年から１３年にかけて,それらの業務の

一環として,岩手県が行う河川広場の親水・整備計

画（計画面積 約０，３ｈａ）に当たって,当協会

がワークショップを取りいれながら実施する企画運

営業務に携わったことから,そのあらましについて

報告するものである.

 

 

 

 

写真-2 小学生による水辺環境調査 

写真-1 改修後の宮守川 



３．ワークショップの構成 

 

(1) 役割分担 

・主催 ：岩手県遠野地方振興局土木部 

 ・事務局：岩手県遠野地方振興局土木部，宮守村 

・企画運営 ：（財）岩手県土木技術振興協会 

 

(2) 目的の確認 

 ワークショップを行うに先立ち,何のためのワー

クショップなのかというその位置づけや目的を明確

にしておく必要がある. 

 これがあいまいだと討論の焦点がぼやけて実のあ

る成果が期待できなくなり,ただ単に形式的にワー

クショップを開催しただけに留まってしまう. 

 今回の場合,できるだけ地域の人達の生の声を河

川広場の整備計画に反映することと,副次的には堤

防の草刈りや清掃など河川の維持管理に対する住民

参加の意欲が自然発生的に醸成されることを主な目

的とした. 

 このことを踏まえ事務局が提示したコンセプトは,

「心のふるさと すてきな水辺」としたものである. 

 

(3) プロセスの検討 

 一番始めに,予想される全体のフローとそれぞれの

段階で検討されるべき項目の概要をあらかじめ定めて

おく必要がある. 

 当初の検討としては（別表-1）のように全体のプ

ロセスを作成し,これをベースにして以降の展開が

はかられるようにした. 

 

(4) プログラムの検討 

 ワークショップ当日のプログラムの内容について

は,事前にていねいなミーティングが必要となる.ワ

ークショップにとっては,ある事柄について参加者

全員がその判断に参加すること,即ち,判断材料をど

のように提示し,多様な提案をどう拾い上げ,いかに

実のある意見交換の場を構築できるかが大切であり,

このミーティングはそのための準備作業となるもの

である. 

 したがって,目的の確認,事前資料の作成,当日の

運営方法,スケジュール,専門家の講演依頼があれば

その調整,各役割分担など内部でかなり綿密な話し

合いが必要である 

 当協会が企画運営を行ったこれまでのいろいろな

事例では,全体の行程の約７割は事前・事後のこれ

らの検討に費やされている. 

 今回の場合,事前の打ち合わせは平均2回程行って

当日に備えた. 

 

(5) 周知の方法 

ワークショップの開催を周知する方法としては,

行政機関の広報誌への掲載,地元新聞記事の紹介,イ

ンターネットの活用,回覧板の利用,地域無線の利用

などさまざまな媒体を利用する形態が考えられる. 

また周知する範囲を地元の地域に限定するのか,

或いは制約を設けずだれでもフリーに参加できるも

のとするのかについては,ワークショップの目的や

規模などさまざまな条件によって適宜判断・選択す

る必要がある. 

今回の場合,河川広場を利用するのは周辺の住民

が主体になると予想されたことから,宮守村を通じ

て地域各戸へのちらしと広報無線の活用による周知

をお願いした. 

 これによる参加者は一回あたり平均して２５名程

度であった. 

 

(6) ワークショップの進行 

 参加する人達の関心は,自分の提案がどのように

計画や設計に生かされたかということにある. 

  

 

そのためには,皆が平等に意見を自由に言え,建

設的に無駄なく会議がスムースに進む進行役（ファ

シリテーター）が必要となる. 

 今回の場合は,ファシリテーターは当協会が受け

持った. 

写真-3 各グループに分かれてのワークショップ 



 これは,河川計画の専門的な用語（例えば,ＨＷＬ,

法面勾配,瀬と淵,ワンド,縦断勾配,計画流量など）

を参加した人達に解り易い表現で説明する必要があ

ったり,文化やくらしなど地域の事情をあらかじめ

理解している者のほうが参加者と一体になって会議

を進めることができると判断したためである. 

 また,ファシリテーターは中立的な立場を保ち出

された意見の良否を判断しないため 会議をどのよ

うな内容で運営するかを考えるのは参加者全員の役

割となる. 

 できるだけ特定の人による発言に偏らず参加者全

員が会議に参加できるよう若干の工夫も加えてみた. 

 今回の場合,参加者を６人くらいのグループに分

け,旗揚げアンケートや各自のカード発言,ポストイ

ット記入などによりながら各グループの検討結果を

発表しあい,参加者全員が会議を共有できるように

したことなどである.（写真-3,4） 

 行政など事務局の人も会議を傍観するのではなく,

一市民の立場から各グループに加わって,個人とし

ての意見を述べてもらった. 

 

 

 

 

(7) 事後の検討 

 ワークショップの終了後,議事録（要旨）の作成,

キーワードとなる項目を設定したワークショップ提

案の集約資料作成,次回の準備資料などさまざまな

事務的検討が必要となる.それらを踏まえた事後の

検討を行う際には,参加者の要望の中から事業主体

側で実施が可能な項目と不可能な項目をきちんと選

別したうえで,不可能な項目についてはなぜ不可能

なのか,その理由を明らかにして次回のワークショ

ップに分かりやすく説明してもらい,参加者の同意

を得る必要がある. 

 また,実施したワークショップの結果が基本的な

コンセプトと大きくずれていないかどうかを常にチ

ェックしながら検討を進めることが大切である. 

 

(8) ワークショップのサイクル 

 一般的には(４）から(７）のサイクルを数回繰り

返し,当初の目的に向かったアウトプットを形成す

ることとなる. 

 今回の場合,３回のワークショップを行ったが,参

加者の積極的な協力を得て当初の目的がほぼ達成で

きた. 

 

４．ワークショップによる成果 

 

参加者の方々によるさまざまな提言をもとにし

て,広場の整備計画が次のように策定された. 

 

(1) 基本コンセプト 

「心のふるさと すてきな水辺」 

 水辺に親しみ,自然とふれあい,せせらぎのあるふ

るさとのきれいな川づくりをめざし,休息や語らい,

散策のできるみんなの広場という位置づけとした. 

 

(2) 整備の方針 

(a) 低水路部計画 

・小落差工,置石により流れに多様性をもたせ, 

水生動植物の生息空間となるような河床. 

・置石やツルヨシの再生による自然な水際の形成. 

・現地発生石による２割から５割の緩傾斜低水護岸. 

 (b) 広場計画 

・子供たちがのびのび遊ぶことのできる芝生緩斜面. 

・川面を眺めることができ,石のベンチのある東屋. 

・車椅子でも降りられる散策路. 

・かっぱ石伝説によるかっぱ石の存置継承. 

・栗とさいかちの大木の保存による木陰の形成. 

 

(3) 広場の管理 

 ワークショップを契機に,地域の人達自らが広場

の自主管理を行おうという機運が高まった.現在そ

の組織も結成され,植樹や清掃,施設の管理など積極

的な活動を展開している. 

写真-4 自由に提言をするワークショップの 

参加者たち 



また,このワークショップや河川環境整備を進め

る中で,地場産品の生産,直販組織が立ち上げされ, 

これが着実に成果を挙げるなど,地域経済活動にも

実質的効果をもたらしている. 

 

写真-5 完成した河川広場 

 

5．おわりに 

 

３回のワークショップを終え,ほぼ当初の計画目

的の達成が可能と見込まれたことから,県では広場

の整備工事に着手したが,工事は地元の協力が得ら

れて順調に推移した.（写真-5） 

この要因としては,ワークショップを行うことに

よって地元の人々の工事に対する理解が大きく高ま

ったことによるものと考えられる.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の人達の川に対する熱い思いと,事業主体側

の計画づくりに際してのワークショップ導入などの 

真摯な姿勢が相互の信頼関係を深め,このような成

果がもたらされたものである. 

土木関係業務に携わっている技術者にとっては,

 今この時代にあって,計画を着実に推進していくた

めに,地域との合意形成をどのように進めて行くの

か,例えば,普段なにげなく使っている専門用語をい

かに解り易く説明したらよいのか,動植物をはじめ

とする,環境の保全,自然の摂理や景観などに対する

一般的知識の習得（いわゆる学際,業際への対応）

について日々どのように接すればいいのか,地域の

くらしや文化,歴史や伝統などに対する人々の思い

をどのように消化していけばいいのかなど今後解決

しなければならない多くの課題がある. 

地域との合意形成を進めていくうえで,今後さま

ざまな角度から模索が続けられていくと考えられる

が,事業主体側と住民とが良きパートナーシップを

構築するためには,何よりもまず事業の内容につい

ての情報を分かりやすく説明する場が設定できる土

壌や環境が醸成されていくことが必要不可欠である. 

本稿を作成にあたり,岩手県県土整備部,遠野地方

振興局土木部,宮守村役場,宮守川地域住民など多く

の方々のご協力をいただいたことに謝意を表する. 
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